
 

 
東京電力福島原発事故から４年。事故による影響

は安全である・危険であるといった議論からこぼ

れ落ちる声が存在している。 

それは不安な気持ちを抱えたお母さんたちの声

だ。かつてチェルノブイリ原発事故を経験したベ

ラルーシでは、子どもたちに何が起きたのか。お

母さんたちはどうやって子どもを守ろうとしたの

か？チェルノブイリとの時間差は 25 年、今なおそ

の影響が続いていることは、実は知られていない。

事故の衝撃に立ちすくみ、ただ困惑している時期

は過ぎた。希望を具体的につくり出す新しいステ

ージに今、私たちは立っている。迷いながらも日

本のお母さんたちが自分たちの意志で動き始め

た。そんなお母さんたちの小さな声が、国境を越

えて響き始める。 

 

上映会 １１９分 

はじめはみんな、 

泣き虫なフツーの

お母さんだった 


